
豊橋市 

男女共同参画に関する市民意識調査

調査結果報告書 概要版

豊橋市では、男女がそれぞれの個性と能力を十分に発揮し、いきいきと

暮らすことができる男女共同参画社会の実現をめざし、様々な施策を推進

しています。この冊子では、男女共同参画に関する市民の意識を把握する

ために実施したアンケート調査の主な結果について紹介します。 

《調査の概要》 

■調査目的：本調査は、社会情勢の変化に対応した効果的な施策を展開す

るため、市民の男女共同参画に関する意識やニーズを把握す

る目的で実施しました。 

■調査対象：豊橋市在住の20歳以上の男女 

■調査人数：男女各1,500人 合計 3,000人 

■有効回収：874票（29.1％） 

■抽出方法：無作為抽出 

■調査時期：令和元年8月 

豊橋市 市民協働推進課 
      TEL：0532-51-2188 

      令和２年3月発行 



■ 社会全体 ■ 

■ 場面及び分野別 ■ 

男性が優遇されている（※１） 平等である

女性が優遇されている（※２） わからない

無回答
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 = 874

A 家庭

B 職場

C 学校

D 地域活動の場

E 政治の場

F 法律や制度

G しきたりや習慣

社会全体の男女の地位評価 

● 社会全体でみた男女の地位の平等感について
たずねたところ、約７割の人が「男性の方が優
遇されている」と答えており、その割合は男性
よりも女性で高くなっています。 

● 場面及び分野別でみると、『学校』では5割以上
の人が、『地域活動の場』では３割以上の人が
「平等」と答えています。

男性の方が優遇されている（※１） 平等である

女性の方が優遇されている（※２） わからない

無回答

回答者数 =

874 74.5 9.6

4.3

8.6 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

485

361
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女性

男性

※１：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優
遇されている」の計  

※２：「どちらかといえば女性の方が優遇されている」と「女性の方が非常に優
遇されている」の計

賛成する（※１） どちらともいえない 反対する（※２） 無回答

回答者数 =

874 22.4 36.3 40.5 0.8
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回答者数 =

485

361

17.9

29.1

35.3

38.2

46.2

31.6

0.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

性別役割分担意識 

● 「男は仕事、女は家庭」という考え方について
は、約４割の人が「反対する」と答えています。

● 男女別でみると、女性に比べ、男性で「賛成す
る」の割合が高くなっています。 

※１：「賛成する」と「どちらかといえば賛成する」の計  
※２：「どちらかといえば反対する」と「反対する」の計 

％

男女平等に反すると思うから

自分の両親も外で働いていた

から

夫も妻も働いたほうが多くの収
入を得られるから

妻が働いて能力を発揮したほう

が、個人や社会にとって良いと

思うから

家事・育児・介護と両立しなが
ら、妻が働き続けることは可能

だと思うから

固定的な夫と妻の役割分担意
識を押しつけるべきではないか

ら

その他

無回答
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● 「男は仕事、女は家庭」という考え方に反対する
理由について複数選択でたずねたところ、「固定的
な夫と妻の役割分担意識を押しつけるべきではな
いから」の割合が最も高くなっています。 

女性 （回答者数 = 224）

男性 （回答者数 = 114）

系列1

● 政策や方針決定の場への女性の参画状況が男
性よりも低い理由を複数選択でたずねたとこ
ろ、「男性中心の組織運営」の割合が最も高く、
次いで「家庭・職場・地域における固定的な性
別役割分担、性差別意識」、「女性の活動を支援
する体制の不足」の割合が高くなっています。

政策や方針決定の場への女性の参画状況

が男性よりも低い理由 

％

家庭・職場・地域における固定的
な性別役割分担、性差別意識

男性中心の組織運営

女性の能力開発の機会が不十

分

女性の活動を支援する体制の不

足

女性が積極的ではない

家族の支援・協力がない

その他

わからない

無回答
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女性 （回答者数 = 485）

男性 （回答者数 = 361）

系列1

性別役割分担意識に反対する理由 



％

職場の理解が得られないから

昇進や昇給に影響する恐れが

あるから

取得後の職場復帰への不安が

あるから

仕事の量や責任が大きいから

休業補償が十分ではなく、家計

に影響するから

女性のほうが育児・介護に向い

ているから

男性自身に「恥ずかしい」「プライド

が邪魔をする」などの気持ちがあ

るから

その他

わからない

無回答
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38.1
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0.0

2.4
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％

子どもに良い影響を与えるから

女性が働きやすい環境につな
がるから

男性自身も充実感が得られる
から

男女共同参画意識が図れるか

ら

男性の働き方を考えるきっかけ

となるから

その他

わからない

無回答

48.3

56.6

32.2

41.7

48.0

11.0

0.0

0.5

39.4

47.5

24.2

38.4

43.4

7.4

0.7
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女性 （回答者数 = 42）

男性 （回答者数 = 26）

系列1

女性 （回答者数 = 410）

男性 （回答者数 = 297）

系列1

男性が育児や介護で休みをとった 

ほうがよい理由 

● 男性が育児や介護で休みをとったほうがよい
理由を複数選択でたずねたところ、「女性が働
きやすい環境につながるから」の割合が最も高
くなっています。 

● 男性が育児や介護で休みをとることについては、約８割の人が「とったほうがよい」と回答しています。 

男性が育児や介護で休みをとらない 

ほうがよい理由 

● 男性が育児や介護で休みをとらないほうがよ
い理由を複数選択でたずねたところ、「女性の
ほうが育児・介護に向いているから」の割合が
最も高くなっています。 

とったほうがよい（※１） とる必要はない（※２） わからない 無回答

回答者数 =

874 83.3 8.1 7.6 1.0
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回答者数 =
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※１：「積極的にとったほうがよい」と「どちらかというと、とったほうがよい」の計  

※２：「どちらかというと、とる必要はない」と「とる必要はない」の計 

男性が育児や介護で休みをとることについての考え方 



単位：％ 
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女性 485 2.3 3.3 5.8 1.4 3.3 5.2 6.8 19.0 5.4 69.9 4.3 25.8

男性 361 － 0.6 0.3 0.3 4.4 1.4 2.5 4.4 1.4 82.3 8.0 9.7  

※全体から「今までなかった」と「無回答」を除いた割合 

回答者数 =

一人暮らし 100

夫婦のみ
（一世代家族）

204

親と子
（二世代家族）

386

親と子と孫
（三世代家族）

105

その他 21
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％

男女平等を目指した法律・制度の見直しを行う

女性を政策決定の場に積極的に登用する

各種団体の女性リーダーを養成する

職場における男女の均等な取り扱いについて周知

啓発を行う

女性の採用拡大や職域拡大を進める

女性の再就職支援につながる取組( 資格取得支援

など) を進める

労働時間の短縮や在宅勤務など、働き方の見直し

が進むようワーク・ライフ・バランスの啓発を行う

子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう

支援する

学校教育や社会教育・生涯学習の場で男女の平

等と相互の理解や協力についての学習を充実する

女性の生き方に関する情報提供や交流・教育の場

を充実する

男性の生き方に関する情報提供や交流・教育の場

を充実する

悩みや問題解決を助ける相談サービスを充実する

各国の女性との交流や情報提供などの国際交流

を推進する

広報紙やパンフレットなどによる男女の平等と相互

の理解や協力についてPRする

家庭における暴力を根絶するための取組を進める

その他

特にない

無回答
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配偶者等からの暴力 

● これまでに配偶者や交際相手から暴力（ＤＶ）を受けた経験があるかをたずねたところ、何らかの暴力を受
けたことがある人は女性では4人に1人、男性では10人に１人の割合となっています。 

家庭での男女共同参画意識の有無 

● 家庭での男女共同参画意識の有無についてた
ずねたところ、約５割の人が意識を持っている
かに「いいえ」と回答しています。 

● 家族構成別でみると、他に比べ、夫婦のみ（一
世代家族）で「はい」の割合が高くなっていま
す。また、親と子と孫（三世代家族）で「いい
え」の割合が高くなっています。 

男女共同参画社会実現のために 

行政に望むこと 

● 男女共同参画社会実現のために力を入れるべ
きことを3つたずねたところ、「子育てや介護中
であっても仕事が続けられるよう支援する」の
割合が最も高く、次いで「労働時間の短縮や在
宅勤務など、働き方の見直しが進むようワー
ク・ライフ・バランスの啓発を行う」、「男女平
等を目指した法律・制度の見直しを行う」の割
合が高くなっています。 

はい いいえ 無回答

回答者数 =

874 40.3 54.8 4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性 （回答者数 = 485）

男性 （回答者数 = 361）

系列1


